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生 

物
部
が
行
っ
て
き
た
研
究
「
「
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ

の
形
態
の
研
究Ⅳ

～
沖
縄
島
調
査
と
校
内
調
査
を
通
じ
て
～
」

が
、
10
月
15
日(

日)

に
行
わ
れ
た
第
63
回
沖
縄
県
生
徒
科
学
賞
作
品

展
（
県
高
総
文
祭
自
然
科
学
部
門
）
で
最
優
秀
賞
と
読
売
新
聞
社
賞
を

受
賞
、
来
年
開
催
の
「
清
流
の
国
ぎ
ふ
総
文
２
０
２
４
」
へ
沖
縄
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
11
月
７
日(

火)

に
行

わ
れ
た
第
70
回
高
校
生
に
よ
る
生
物
科
学
展
で
も
最
優
秀
賞
を
受
賞
、

九
州
大
会
派
遣
と
な
り
ま
し
た
。 

 

生
物
部
は
、
こ
れ
ま
で
も
オ
キ
ナ
ワ
ウ
ス
カ
ワ
マ
イ
マ
イ
の
生
態
を

研
究
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は
沖
縄
本
島
と
周

辺
離
島
の
25
地
点
で
採
取
し
た
約
１
３
０
０
個
体

の
標
本
を
調
べ
、
地
域
や
色
の
特
性
で
大
き
さ
が

異
な
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
も
の
で
す
。 

 

２
年
生
の
宮
城
英
輝
部
長
（
西
原
中
）
始
め
、

部
員
の
皆
さ
ん
、
顧
問
の
儀
間
先
生
、
素
晴
ら
し

い
成
果
、
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！  

沖 縄県の交通事情は課題が

山積し、特に深刻な交通

渋滞によって１年間に県民１人

あたり55時間、県全体で年間

1455億円の経済的損失があると

いう試算が発表されました。 

 これら課題解決に向けて、県民の意見を広く掘り

起こすことを目的としたパブリックインボルブメン

トの一環として、首里高校１年生と内閣府沖縄総合

事務局との意見交換会が11月15日(水)に行われまし

た。意見交換会では沖縄総合事務局の担当者より概

要の説明があったあと、２グループに分かれて活発

な意見交換が行われました。 

 また11月23日(木)から26日(日)の期間、那覇空港

とサンエー那覇メインプレイスで、１年生が探究活

動で作成した「交通」問題発表資料のパネル展示も

行われました。 

 探究の本質につながる素晴

らしい活動だと思います。担

当の新垣先生、大変お疲れ様

でした。 

本 

校
十
三
期
生
で
金
城
町
に
お
住
ま
い
の
古
波
蔵

保
隆
先
生
か
ら
10
月
31
日(

火)

に
『
首
里
く

と
ぅ
ば
手
引
き
書
』
の
寄
贈
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

本
書
は
先
生
が
う
ち
な
ー
ぐ
ち
継
承
の
一
助
に
な
れ

ば
と
、
生
ま
れ
育
っ
た
首
里
の
言
葉
を
ま
と
め
て
自
費

出
版
し
た
も
の
で
す
。
新
聞
で
も
紹
介
さ
れ
、
多
く
の

反
響
が
あ
り
ま
し
た
が
、
ぜ
ひ
母
校
で
あ
る
首
里
高
校

の
生
徒
の
皆
さ
ん
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
今
回
寄
贈
し
て

い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。 

 

古
波
蔵
先
生
は
元
は
小
学
校
の
校
長
先
生
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
、
新

聞
投
稿
を
ま
と
め
た
『
校
長
室
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ 

ｔ
ｈ
ｅ
ｎ 

琉
球
新
報

「
声
」
投
稿
文
集
』
も
ご
一
緒
に
寄
贈
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

図
書
館
に
来
館
し
た
際
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
古
波
蔵
先
生
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

第 42回首里高祭で、染織

デザイン科１年生の体

験「首里工房」と３年生のバ

ザーで得た収益の寄付が行わ

れました。 

 １年生は11月22日(水)に沖

縄美ら島財団へ、日頃、伝統工芸を学ぶにあたっ

て、文化の象徴である首里城の復興と被災した工

芸品の修復に支援したいとの気持ちを込めて、入

里雅さん(松城中)、田場明未華さん(港川中)、渡

嘉敷結菜さん(糸満中)が代表として贈りました。 

 また３年生は、11月１日(水)に、幼少時にお世

話になったこども医療センターに、少しでも恩返

しがしたいということで、照屋そらさん(仲井真

中)と福元紅さん(大里中)が代表として寄附を行い

ました。 

 首里高祭での素晴らしい取

り組みの収益を社会に還元し

ようという染織デザイン科の

皆さんの気持ちを心から嬉し

く誇りに思います。 


